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　市内の遊休農地に種を
まいた菜の花が徐々に開
花してきました。この時
期に咲く菜の花は見て楽
しむ「観賞用」です。春に
咲く「搾油用」よりも、明
るい黄色の鮮やかな花が
楽しめます。
　さて、今月は菜の花の歴史をご紹介します。
　菜の花の出身は、地中海沿岸のトルコです。日本に
は、奈良時代よりも前から朝鮮半島を渡ってやって
来たといわれています。平安時代の書物である「延

えん

喜
ぎ

式
しき

」には、菜の花の古名である「蕾
ヲ

苔
チ

」が花芽を食べる
野菜として記載されています。
　江戸時代になると油を搾る装置が発明され、菜種
油の利用が広まりました。それから全国で「搾油用」
の菜の花が栽培されるようになったそうです。

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

地
元
の
食
材
を
使
用
し
た
、
家
庭
で

手
軽
に
で
き
る
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
〝
食
〞
に
は
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
普
段
の
食
生

活
も
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
省
エ
ネ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
﹈
ど
な
た
で
も

﹇
日
時
﹈
1
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分

﹇
場
所
﹈
田
原
福
祉
専
門
学
校

﹇
講
師
﹈
大
野
光
子
氏
（
田
原
福
祉
専
門

学
校
設
立
時
家
政
学
講
師
・
現
世
田
谷

福
祉
専
門
学
校
講
師
な
ど
）
／
「
高
齢

者
の
健
康
と
食
事
」
な
ど
の
著
書
あ
り

﹇
参
加
料
﹈
１
０
０
０
円
程
度

﹇
定
員
﹈
先
着
30
名

﹇
申
し
込
み
﹈
１
月
５
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

参
加
人
数
を
明
記
）

冬
休
み
エ
コ
キ
ッ
ズ
学
習
会

子
ど
も
た
ち
に
〝
地
球
温
暖
化
〞
な

ど
環
境
問
題
へ
の
興
味
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
体
験
型
の
エ
コ
キ
ッ
ズ
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
私
た
ち
の
住
ん
で

い
る
地
球
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く

学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

﹇
対
象
﹈
小
学
４
〜
６
年
生

﹇
日
時
・
場
所
﹈
12
月
26
日
（
火
）

・
午
前
９
時
〜
正
午
（
渥
美
文
化
会
館
）

・
午
後
１
時
〜
４
時
（
田
原
文
化
会
館
）

﹇
内
容
﹈（
予
定
）

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
作
教
室
・
菜
の
花
エ

コ
教
室
・
新
エ
ネ
ク
イ
ズ
教
室

﹇
参
加
料
﹈
無
料

﹇
定
員
﹈
各
会
場
先
着
30
名

﹇
申
し
込
み
﹈
12
月
22
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

参
加
人
数
を
明
記
）

▼エコエネ推進室☎ 23 局 7401

●菜の花の状況［11/14撮影］
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■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道料金のお支払いは、便利な口座振替で！

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

11/20現在
84.2％

■市内４河川の水質調査結果
これからの季節は降雨量が少なくなるため、
河川を汚さないように十分気をつけましょう

汐川環境基準
10mg/ç以下
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